
































































































































































































































































































































































































































































































































































































次 時 児童の活動 教師の支援 関連する視点１
２
３
○地面の下の様子を
想像する。
○運動場の士を掘り、
地下の様子を調べ
る 。
○士の粒を観察する。
○地層の写真やはぎ
取り標本を観察す
る ｡
○想像した地下の様子を絵で表現させる。
○土地のつくりやその構成物に着目し疑問をもつことができるようにする。
○士地について､児童から出た気付きや疑問を、４つの視点で分けて板書する。
○先ずは、「士地のつくりから調べていこう」と見通しをもって学習が進めら
れるようにする。
○地層の写真やはぎ取り標本を用意し、様々な場所の土地のつくりや士の粒を
比べながら観察させる。
構成
構成
１
２
３
４
○堆積モデル実験を
行い、地層は水の働
きでできることを
確かめる。
○水の働きでできた
地層と堆積モデル
実験の結果が一致
していること確認
する ◎
○岩石（礫岩・砂岩.
泥岩）を観察する。
○化石や化石を含ん
だ地層の特徴を観
察する。
○本次では、「土地のでき方を調べよう」と見通しをもって学習が進められる
ようにする。
○５年生で学習した「流れる水の働き」に気付かせるようにする。
○班の考えをもとに、材料・実験器具、手順、役割分担などを確認する場を設
定する。
○水の働きでできた特徴を示す箇所にシールを貼ったり、ワークシートに記録
したりして、地層の特徴を捉えやすくする。
○ワークシートヘの記録をもとに、実物を教材提示装置で示しながら紹介さ
せ、根拠となる言葉を視点ごとに黒板に整理する。こうすることで、共通点
や差異点を確かめやすくする。
○堆積実験を思い出し、地層が水の働きで層になって堆積したことや、粒の大
きい物が下に堆積することを確認する。
○ここで、「地層や岩石はいつ頃できたのだろうか」と疑問をもたせながら、
学習が進められるようにする。
○デジタル教材を有効に使い、実物の化石と関係付けて学習できるようにす
る。
○含まれる化石から、地層や岩石のできた時代が推定できることがあると知ら
せる。また、「アンモナイトの化石がエベレストでみつかるのはなぜか」を
考えさせ、士地が変化（隆起・沈降）することを予想させる。
連
連
間
間
関
関
時
時
一
一
￣
１
２
３
○モデル実験を行い、
地層が火山の働き
でできることを確
かめる。
○火山の働きででき
た地層やその構成
物の特徴を観察す
る ｡
○地層のはぎ取り標
本をもとに地層や
その土地のでき方
を調べる。
○デジタル教材を使って火山のつくりや噴火の様子を調べ、地層のでき方につ
いて話し合う。
○２つのモデル実験（溶岩流、火山灰）をもとにして、デジタル教材を視聴す
ることで、地層のでき方を推論しやすくする。
○地層のはぎ取り標本を示しながら、「流水の働きでできた地層か、火山の働
きでできた地層かはっきりさせることができるか」という話題を提示する。
○比較の基準となる火山灰と水の働きでできた地層の標本を観察させる。
○ワークシートヘの記録をもとに、実物を教材提示装置で示しながら紹介さ
せ、根拠となる言葉を視点ごとに黒板に整理する。こうすることで、共通点
や差異点を確かめやすくする。
構成・関連
関連
構成・関連
四 １２ ○私たちが住んでい
る土地のつくりと
変化を調べる。
○本次では、「地層はどこまで広がっているのか、どのくらいの深さまである
のかを調べよう」と見通しをもって学習が進められるようにする。
○複数のはぎ取り標本を観察し、それぞれの地層がどうつながっているか明ら
かにする活動を通して、根拠をもとに地層の広がりや成り立ちを推論できる
ようにする。
○小学校のボーリング試料を班ごとに分担して調べ、地質柱状図を作る。
○他の学校や施設のボーリング試料と地質柱状図を提示し、この地域の地層に
ついて調べることで、地層の広がりを実感できるようにする。
空間
空間・関連
空間
五 １
２
○地震や火山による
士地の変化と自然
災害について考え
る ｡
○防災や自然の力の
大きさについて考
える ｡
○本次では、「土地はずっと変化しないのだろうか」と疑問をもたせながら、
学習が進められるようにする。
○地震によって士地が隆起したりずれたりすることをモデル実験によって
確かめる。
○2011年の東日本大震災や2013年夏の桜島の噴火などの資料をもとに話し
合うことで、自然の力の大きさを感じ取れるようにする。
○東日本大震災の「釜石の奇跡」などの事例を取り上げ、防災について考えた
り、地域のハザードマップを見たりして、地震と災害についての認識を深め
ることができるようにする。
○科学技術が発達しても人間の力には限界があることにも気付かせるととも
に、自然の恩恵の面にもふれることができるようにする。
問
連
連
連
時
関
関
関
岡本弥彦・下野洋6４
く資料２＞単元終了時に使用した質問紙
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